
（別紙３）

～ 2025年3月

（対象者数） 5 （回答者数） 3

～ 2025年　3月　22日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

将来や社会背景、個々の暮らしの環境を意

識しながら将来地域や自宅での自立に向け

た療育を勧めていく

2

実年齢ではなく個々の人柄や個性を理解できるよう、

協力や協調性、想像力を持ち相互理解を深めながら地

域での他者との関わりへつなげていきたい。また、

パーソナルスペースやプライベートゾーンを取り入れ

た療育を行い心地よい人との距離感が持てるよう療育

を進めていく

3

将来地域で暮らしていくための利用者様の取り巻

く環境を知るとともに将来へのお仕事や余暇の楽

しみが増えるよう療育を進めてく。防災への意識

を深めて身を守るスキルを持てるよう療育を勧め

て行く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

親子レクリエーションの企画を検討している。

2

3

○事業所名 あらまほし

○保護者評価実施期間 2025年2月1日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月22日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母会がない 一部のご家族での交流はある。ご家族様との成長や課題につい

ては個別に相談や情報提供など他関係機関なども含めて連携を

細かく行っているが、個別でのご対応を手厚く行っていること

で父母会への参加は消極的に考えられているご家族が多く、お

仕事をしながら休日はご家庭で過ごされることを優先されてい

る意向がある。

利用者様に寄り添った支援をのびのび楽し

みながら学べるように個々の発達や状況を

踏まえた支援を提供している。

個々の好きな事や個性を尊重しつつ、日々

または将来性を見据えた細かなアセスメン

トを繰り返して設定した個別活動や集団活

動を提供している。

異年齢の利用者様との交流を通した幅広い

人間関係におけるスキルを学ぶことができ

る。

異年齢でも楽しめる集団活動の設定や、必

要に応じて指導員が手助けを行いながら交

流を通じて相互理解を深められるよう支援

と提供をしている。

積極的な社会参加の支援 積極的に地域イベント参加やボランティア活動家に

よるパフォーマンス行事を実施している。また、将

来のお仕事や地域を知るための工場見学やお仕事見

学ツアーなどを実施している。見るだけではなく体

験できることも意識的に企画している。

事業所における自己評価総括表公表


